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1 . 特にを意していただ摩たいこと、 

ま全のために蜡すあ巧り<ださい1- 

2. 使巧する場所. .. 

3. 各部①名妳 .6- 

4. 使用前の準髓’ .11. 

己.使用方法 .14- 

6. を全装麗 . 

7. その他の裝麗 . 

8. 曰常の点検.爭入れ . 2を 

9. 定期点検- • - 

10 .故障 • 異常の見分け'方と処置方をぶ' 

11. 部品交換压 

12. 保醫（浸期磨••い.. 

13. 仕橡' •；：- 

14. ア フターサーヒス . 


銜が気筒を必す 
点検してください 




























し:,ぶ取 » 説明港おぶび製品への表をでは,、.製蟲をを全に正しくか '、‘； /一’： 龍 

たや他の人々への危害やお産への鎮害を未然に隐 .it するためじ、い5い ■ SS 綴裹5^齋 
しでいを'な。普の表示と憲巧はなのよラじなつています。 内密奪く麗»1/—享 

义巧ぁ 読みください。 

^ この 表示を巧視じで、誤った嚴扱いをすると、人ガ死亡または a « を資う巧 


a 能性が想定される的容を巧しています。 


この表示を無視レて、誤った取扱いをすると、人が鶴靈を廣う盾降が想定'直 
れる阳容および物的摸害のみのおをガ想定される巧容ぞ巧しています。 


絵表巧の俩| 么記号は;ま憲をなす巧容ガあることをきげるをのです。 

因の中に具な;的なま意内容(左図の場合は一•般的なま屬）ガ描かれてい 
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^ 〇 


( S ) お音は禁止の巧為で ある ことを告げるをのです。 

図の中ゃ近榜に具体的な禁止巧容(左図の湯合はガソ U ン禁止)ヴ猫か 
れています。 


A 警告 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど澤発性①离いなは、絕巧に使南しないで < ださし、。 
义災①原因じな0ます。 


外れ滝陵 

給が気筒(管、ホー■ス〉が正し<接続されているか点 
緩してください。 

がれていると運お中に排ガスガ室巧にをれて、危陕 

し y 〇 


•繪緋振鍵 h ップ闊そく危険. 

わ巧巧をいときじは、お排気簡 h ップの屬りガ靈で 
み,>巧りていないことを疆認してください。みさガ 
ょ U いろとをは、除*して<ださい。運転中に排ガ 

い 1 'ぞ巧1,、す,むて、危巧です。 


0記号は行為を強制した0指示する巧密を淺けるあのです。 

図の中に具体的な指示内容（巧図の場齒は電源ブ3ブをコンセン h な 
ら巧いて<ださい）ガ描なれています。 










て'か‘';こ;が谢こは變用しないでください。 

かがヴ落下して义ガつを、义災①屬因にな0ます。 





な 


卜 nait 出□をみをがない 

巧類、紙などで混風吹出□や空気取入□をみさがな 
いで <だちい。 

を類、紙などでふをぐと、义災①原因にな0ます。 



Cv 


’?スプレー定鐵禁 

殺を剤などの スブ レー定をス h — ブ①上や前に放置 
しないで<がおい。熱でスプレ…定の圧カガ上ガり、 
爆発し、居陵です。 



着低漏やけどにま愚 

擾膊閥皮虜①同じ場所に触れないで<ださい。 

比驗的低い溫廣(40~60で ） でを低温やけどのおそれがあり衆す。 



A ま ; 


•力-"テン、可燃物近接禁止 

力™-テン辟燃えやすいをのを近ブけないで < ださい 
义災が発生するおをれガあ〇ます。 


•給ミ扭畴消火 

給ミ宙は、必すミ肖义してな6巧って<ださい。 
义災①おそれガあ〇ます。 

' 繫常時使用禁止 

万^驛常を感じたときは使用しないで<ださい C 
異常燃焼のおそれがあ0ます。 

がむ羣•"巧了$靈たらない 

馬ぶ‘：:苗.接摄時闕あたらないで< ださい。 

な遍ウづ'朽晩が 症がじなるあそれがあります。 



句ぶみ 

ぶ々 一 乃*\ 

1 へ'"'■■一 馨 


0 

0 


掃滿 f 巧巧贿潑 it 

げつ:かふ.’ gi 勤ま、 a 温部、繪嫌気筒、繪排気簡トップ、梓上 
, :'パ:‘がいでください。やけどのあそ； n ガあ〇ます。 

























，特 c あ f L / C いただきたいこと、まをのために!ず綺りく度さい 




• ;が刮慶理の禁止 

»障、破續したら、 使用しないで <ださい 
不完全な條麵は、危険です。 



•腰をか嫁たり、物をのせないで 

腰をかけた0、やかんや巧びんなど①攒をのせないで < ださし、。 
やけどしたり、ス h …■ブガ変おすることガあります。 

また、水が巧部に入ると、感電、义が、故障の原因じな0ます。 



•改造使用の禁止 

また、ス h — ブや給排気筒には床暖房用の熱交換器などを取りは 
けないで < ださい。 

义がや排ガスガ蜜巧にちれる原因となの危険です。 

香電源コ-•"ドを傷めない 



擊源コードに無灑な力を加えたり、物をのせたりし 
ないで < ださい。 

また、電源ブラヴを巧<ときは、コードを持つて引 
寒巧方ないで < ださい。 

义災や感擊の原因 I ごな0ます。 

修電源プラグは確実に差し&む 

«源プラブはコンセン h じ根元まで確実に差し込ん 

ででドを！、 

また、傷んだプラグやゆるんだコンセン h は使用し 
ないで<ださい。义災の原因じな0ます。 




•擾期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

擾期闊使用しないとき又は保營するとさは、必す電源プラブをコ 
ンセントから 巧いて<ださい。 

义災やぞ想しない 事故の原因にな0ます。 



雌 li 源プ3グのお手入れを 

と黎ど寒 》 霞源プ ラブを巧き、ほこ0及び金薦物を除を して<緩 

黨い。 

I 讓三〇がた蒙器と湿気な どで絕縁不良じな0义災の 原 H じなり^ 




















I •膨張タンクの水位にを意 

循環水はかしすつ蒸発します。 

1ヶ月に1回程度は、を却時に膨張タンクの水位が 
規定化位じあることを確認し、不足している場含は 
床暖屬專用補充液を補給して < ださし、。 

上限水位]^上は、入れないよラま意して<ださい。 
pic 位の点検及び補巧液の補給は、必す循環水が、 

\をえている時に巧って<ださい。 / 


1 •特にま]!していちだ統いこと、まきのため I こ必ず枫りください 


響 t] ftiVf 戸； 

呀巧な、乂お、麵か、 ごみ、高温および直射日光を避けた 繼斷じ 
巧督して <だをい。ガソ U ンなどと™鏡に保營しないでくだを い。 
誤つ rf 寶閣すると 異常燃焼や义災①おそれガあのます。 


養変質觀鑛繁 it 

変質な巧、巧れたなミ巧、氷の混じつているな巧などを使用しない 
で < だをい。 

異常燃焼やな障のおそれがあ0ます。 


•フアンフイルタ…をはずしての運転禁让 

巧流巧送風機のフアンフィルターをはすしたが態で達おしますと、 
力ーテンなどを巻き込んで义災になるおそれがあります。 

またをなど/みれるとけがをするおそれがあ0ます。 


© 



•力"-ぺッ h のずれにま意 

力—ペットガすれたりめぐれたまま使用しないで< 

だちい。 

床/ \"ネルに直接触れるとやけどのおそれがあ0ます。 


が 


驚 


•麵 if 液*欄充液の保管に注意 ^ 

錫]到®爭①@かない巧に保管して <ださい。 @ 

巧一、鐵んだ湯合には化なせて、医師の診断 
黎受けてくだをい。 ^ 

•纔な八 tl ないで 

が巧气懸ぃ V —" T ! こ fe が寧などを入れないで < ださい。 
^ /か‘ 乂’义の驟尚になり家す。 






雜 



± (滯却轉)下 











ス h - ブをを全に使用するためじは、場所の選定ガ义切です。 


み7ン h ルピースなどに据えがける場曾は、機寧据巧け 
測 I こしたガつて<だぎい。 （43 - 44ベージ渗照） 


♦標高が 1 Q 00 m を越える®地では德用しないでくだ—兹い。 
/空気の濃度ガ薄いため、燃焼に必要な空競ガ不足'\ 

I します。 ) 


効累的に使規するため I こ 


♦ 巧気の入って < る方向、柳えば窓測などじ靈< と、滯気 
ザス! -- ブで暖めらむて巧流しますので、効粟的で蹲。 


« J 囑の保温を工夫し、部屋の温度の調節を化ガけましよう。 

义^—ブめ巧政じ摩害物があると^..瓣藤の温慶じむをがでをるがな0でな<、ふ<射熟じん 
C 又本ホの盈ちだ-じ昇して危巧です.- 
ち竭辩%は寸み;ミを I ぃて巧)栗的に使南して<ださい。 


1 ，特に鶴してい棘きたいことぶまのため I こ齡腑りく弦さい 


么ま思 


•欄い!こ顧るとをのを憲 

糊媛てお懐いじなるときは耐熱塗将などガ焼符<まで煙と奧いガ 
出ます。しばら<の闇、窓をあけて部屋の換気を巧つて< だをい C 
また、か赢やか動物などに影響する湯含ガ考えられますので、こ 
の11は謝麗じ入れないで < ださい。 


r の蘭嫁、 S 娜妨5のみ <鑽熱がでますので、床暖/巧ルと,® fe 離; 
雜, ivK 配營® 擬 をが短くなるよラな位置にストーブを設霞してくだ 遂い。 


出み□板ど人の通るところは、ぶつせると危陵です 
ので避けて<ださい。 













外観図 




'对瓣7邪ンク--ス 
叶/タン得(巧®) 
…離廊カバ- - … 
i 乂對ツ I - 〔巧部） 
t 乂ィジ、.ソト'(巧部) 
お体關定瑜興.. 
的爆裝爾(巧离 B ) 
贿鞭瓣離(的沒だ） 
瓣玻飯体:(拘離） 
—…做本緋が □ 

.. . 水位費 1- 

………‘II バイバス臀 


本が,願を金異 


鄉巧サ 
興’满禍禪觸 i いブ 


お流用送風繊(巧涨) 






スト、…ブ巧 
燃綱用遮風機 

氷罕離.…………. 

Zf ム簡 □ …… 
艦瓣ホース 
電源：：]-.-ド 


. . .. 激氷述擧 □ 

. コこ]つ級態/ V レフ' 

-.11 ミ驢张！製で □ 
ムサ…-.’こ E 
ボイ‘苦---離燃焼離擺®磯 



燃焼'織風?則申,え-… 
邸 f 熱板 

煎瓣器< 的部) . 


巧…5スタ‘、ス報： 
農兴タツ!-(巧讚こ 
- — … y プ; U 巧部） 





































現在瀑温表示(青) 


タイマー表示(青） 


通常は現在瞬刻を 表示し凑す。 

タイ 7— 運範時は タイ 7' —たツ f 〜歸 
刻を表示します。 


ボイラ…運範スイツチを巧して「入) （ i ; 
じした時に点0し、邏範し浅す。 

運転中は点好し続け津す。 


•温が 出 □温度を表示します。 


ボイラー運範表示(ホ） ■ ' 


表巧部の名郝と働寒 


ポイ ラー タイヌ―スーク(奮） 

• 床暖房(ボイ ラー)側がタイ7---たツ 
卜(タイ 7 —切替 スイ、ジブ ヴ r 、 
または(1111)じセツ h) ぎれると 
爲打します。 


タイ7—■運転巧は点のします。 
タイ7-■運転停止中は、 ミ 肖 打しず 
す。 


_設定湯温表示(窝）____ 

• ボイラ湯温調節ポタンで設定した 
澀氷①設定温度を表示します。 

• 床暖房(ボイラー)側に h ラブルガ 
発をすると、 h ラブル窗巧ガ記号 

表巧（お——夕 -- サイソ h 我巧 J 

浩れ莱す。 


^ ボイラ~~■燃焼表示(ホ）_ 

。ボイラ"一/卜 -- ナガ本燃焼 C なると 
点打し、ボイラ"一 運転 スイ、 ソチを 
巧 して 「切」じするまで馬灯し続け 
ます。（湯温制御じよる销义時を 
除 <) 


ボイラ…蓬おスイツチ 

3 すい-床暖房 (すイラー)ガ運 

ミし苯す。 

i) う^度押す (A) と 運範を淳比し 
r す。 


. ボイラー運転スイッチを押して「切」 
(王）じすると点灯し消义します。 

-燃焼靈ヴを巧するとミ肖打します。 


吉 ri / c^n 

己义 /iH 


現在-, 


〇 U C' 


K 旧 AR /2 

_ _ i ■ 

[ ホイつ一 J I 

•. 燃焼 ©…-- ' 

. お义中 


UU 0 


-殺の—時刻し 
運転し謙す 


— I ™ 戲 

午を 




























3 .各部の名称 



六 7' ‘設を莖謡表示(舊/ 


ス^ブ; 


墨灑設定ボタンで設定した室湿を表示し 

05 V o 

ス h …'ブじ h 可—7ルガ発ますると、トラ 
スレ箇巧ガ記号表示(ぞニターサイン…-…… 
臣 ■ P 表示）されずす。 


スブ運範スイッチを摔して「入」 
( A ) じした跨に点灯し、運輸(点义） 
します。 

運転中は点なし続けます。 



ス I フ側ヴタイ7~わッ S (タイ 
7—切營スイッチヴ 巧 P ごザ'し また 

は术ィち'--, !じむ、ソ h ) あれると点灯 


=rv» r=*：：n 
放人 t 盤お！! 


スト—ブ運範スイッチを巧して「切 
(玉）じすると点むし消义し讓す。 
燃焼塞ヴ冷却すると.消灯しをす。 


ス I ブ①セーブ運範中じ塞温ヴ設 
を湿度よりの3で上异すると点なし 
消火します。 

窒温ヴ設定温度じまで下ガると消打 
し点义動作を始めます。 


スブ①セ-•ブ運輸中は点なし、解除する 
と消打します。 

莖懸設定を1日で （ F 点設巧）にすると自動的に 
tz — ブ邏顧じなり点なします。 


巧す C A ) とス h — ブガ 邏飯(点义）し 

す g 〇 

をラー度巧す （ A ) と消义し藻臂。 




















3 .戀部の名称 


. プーフンポケット巧操作部の名郝と働き 


纖夺 -7 h の顯圓 

'输ブづンがグットを醒< 巧し込むと、唆つ <0出てさます e 操作後輕< 押しをど續 ct □、ジク 
して化まります。 

操巧すると慈 みは、閉じてご使巧 < だまい お 



ボイラー湯温諷節ボタン 


温が出日湿度を撕〜75での範囲に設定します。 
. 「鹽」…1回巧すたびじ設を温度を5で上异 
• 「低」..'1回巧すたびに鼓お温度を5でほ下 
湯温①設を範囲じついては化ぺ…•ジ「渥、 

I驟氷①溫麼調節」の囑をあ読み <ださい。.^ 


^ タイマー切換スイッチ 

6卜-づ 床暖房(ボイラー-)、ス h — ブ両方 
、.乎-巧-/ をタイマ…運転 

...... 床暖房レザイラー)のみをタイマ— 

''― --- …-一’ 運範 

!ス ト… 7 j •.' …ス I - ブのみをタイマー運お 

上の3通り®いすれ々のの靈じ合む tj ます: 
タイ7…切換スイッチのセットの*じ廠じた 
タイ-ク-^邏範ヴでぎます。 



ボイ ラ…潔澀調節 

. タイ巧一切讓 

I 

I 低 II 一高 I 

スト…: 7 i 

! 

. _ _ _…―_ .. . 

ボイ ラー 

j 

i 

I ポイラー湯湿調節ホタンを 


I 

!' 

! 巧して、ホ望の設定温度に 
' a 節して<ださい。 

I ボィラ— （ 翊3 )か—フ 
^ . ‘ I 一 '.''一'——' 

b — :….'- -'-::;':::1か=二：:…’:二 



巧ボタン 

• 特刻の「み」を合わせると到ご使い衆す。 

. 時計調節スイッチ①位靈じより、1翻の押し 
①進み方ヴ異なります。 

「時計含せ」'''1分すつ変わりずす。 

「タイ7…■合せ」…5みすつ変わり緣导。 








































■赛藏麵®圓 s 藻調節 

卷 KItil 節スイツチを 「通常」亿さねをでず誇ボタン」を押しなザ 6 「タ ボタ: X ., 巧:禪巧—,:!と. 

Ccfc 0、豪示部の 明るちを2段階に調節することガでさます。 



「時計合せ」'''現在時刻を合わせるとぎ I こ「特 
計合せ」位靈じします。 
r タイ7—合せ」'''タイ'7 一た ツト時刻を合わ 
せるとき「'タイ7—合せ」位置じします。 
「通常」…現在時刻やタイ 7— セツ h 時刻を合 
わせた5、通常使用中は、「通常」じ脚すをど 
して < ださい。 


南!十.'.'居—イマ 


启動 i 手動义力調節 


，常 


高め 


蜜温設淹 


タイ 7 --- 運範 

ボイ可--運廚スイッチ、またはス h … 
ブ邏嚴スイ、ソチを「入」じし、タイで一 
セット、ボタンを押すことによ〇、タイ 
7—表示とタイス----'ブ ---- クガ点な、時 
刻表示にタイ7—セッ h 時刻ヴ継続し 
て表示さむ、タイ7-■-運転ヴ開始され 
ます。（夕 - Y 7 —-表示ヴ点約しなけむ 
ばタイ7……運範は開始をれませ知。） 
セット瞬刻になると、，タイ 7— 表示と 
ツイ ス--. —9 --つ ヴ消灯し現巧時刻ガ表 
示をれで圍懸の亿邏殿ヴ開始されます。 
タイ7--還驗の解除 
タイツ^—邏範中じあう^度.、タイマ—_ 
かツ h ■ボタ：:ノ濟禪すとタイ 7— ■運転ガ 


ス h -~ ブ义力網節つ讓激 j 

• ス h — ブ义力調節つまみを「微か」なら 
「义」①闇で動巧し义力を U ニアじを動》 
節します。 

•ス I — ブ义力調節つまみを「自動」じ窗ゎ 
せるとルームサーちじよる呂動運輯（鹽 
温設定ポタシで窒湿を設を)ヴで愛津す。 


繁懸 it 懲ボタツ; 


ストーフ义力調節つまみを^窗動」じ 
するとルームサーをじよる靈經設度 
〔29〜15で、10でび:森穀を)〕ヴで壁 
ます。 

「高め」…設を湿度を1ですつ上屛 
「低め」…設定温度を1ですつ低下' 


__ ス h — ■ブ 1 Z 。- ゾ纔賴ボタ> 

‘ス h — ブ火力調節つまみヴ「国!！)」①と寒、 
1 图巧すとストー-ブセ^ブ邏賴し黎嫁。 
室温ザ設定温度より一を 温度 Ji - 資谬愚と 
ミ肖义し、一定混度ほ下すると.窗»のじを 
义動作に入ります。 

泻養巧すと、ス h —ブ ブ邏賴は》除 
されます。 


























燃料 B 藤識巧繳 （ J 倍1号归■ミ由）を使馬してください。 

鱗/ I 欄 a ソ U ンなど揮縣健の醫い迪な、义災の原窗になウま嘗の Tti 
SC 鏡厕 U 纔いでくだまい。 

善至 S 1 靈霞な*、巧れちむ巧、化の謡じつているむ;巧などは、戀 S に 
燒觸しないで<ださい。 

• r 东)ま"憲 I な»は、必す’义気.爾氷.ごみ.黨灑及び、薩辭曰が巧 S けお 
繼巧に保®して < ださい。 



!給油の臟の 手順とま 意 




繪巧器與 


縮莊□みだ 
碰鬻養十 


:遮鄰/むレブ 
氷ゲ…ジ 
水飯寒/むしブ 


® 送油バルブ您離じて給ミ滋□曲莊题は部し巧服の給ミ盛器興 
て"な滿を給油してく渡'摧い。 

油量舒の針が搔兹し渡&絡鄰拖辦めで<結雖い。 
® 給勉□みた證必すをとと'艰りに繰傲でく腊盤し、。 

み繪ミあの牒 I こ、水、ごみなだ齋入れないぶう特 C 注憲して 
くだ’さい。 


__ .;.§議□みた I ま、纏実に縮めてくだ靈い ◎ 
圍 ZSfl たむ油はよ< ふ寒とつてく麟磬 
m 誦料誦 n のま憲と空気纔さの方法 


諭タンク灌 空にしないよラにま憲して<ださい。 

ミ鹽タンツを因蜜じしますと、送ミ巧経路巧に空気ガたま口、正常1こ逸ミあガで遂^^<^?靈ご公：^3夕 
邀ります。ごのよラな場含には巧の順唐で空気抜きをして<ださい。 



1. 強タンクに給滋します。 

2. ス I ブのゴム管□巧ら、 ゴム攫送爐驚酱■蒙谬。 

3. ゴム製送ミ由管からミ由ガ連続して流収出懲ご会■酱磯游嫁 
方らゴム製を;宙營ををとどおり I ご又 h -7" CffiOt - 

す。（ミをザこ揉れないように變器舊簿蠢 iv て<緩遂い。） 






• 应 ス t ''ーブ左側園のか値罰■で、藤張タシク①麵を 
化位（上限か位と下限か位の關）まで纏覇水（コロナ i 
房用循環液）が入つているごとを儘認してください。 

歷環水ガ入つている湯をは黄爸にな0ます。 

循環氷は上限な上入れないよラま憲して<ださい。 

水位ガ下限な下①續台は、床嚴薦奪羯補跪*を入; n て< 湯 
さい。 

/水位の点後及び補充液の補給は、必す循顯水ヴ冷覆て'^ 

I ’いる時に巧って < ださい。 / 


匿 © fe 1!/ h 、 纖擬上①ま應 

印—ふ f お:- 



「定ミ由面器のセツ h 


迎へ禪す 


初めて使巧するときをシ…■ズン初めじは、 

Ah ~ '^ブ'距麗 

ち下の定巧面器 IJ セツ h レパ…（黒色）をを方轉 cit 緣 
るまで押して < ださい。 

♦ U たツ t - レが一は据だけ時やシ…ズン巧めに操作 
— します。定ミ史面器に強い衝擊をさえたり襄常ガあ 
クつたときがみは、特に操作する泌、嬰はありません。 
巧一、点义猶乍後な油ガ出すじモニタ™サイン臣1、 
'巧；巨2や F 6 J F 7 が表巧をれるぶうな續窝1ま U セ 
'，蘇 ツ h レバーを押して< ださい。 

V をほ全弁がはす’れ、ながガスム…ズじ流れます。;）. 
禱リゎットレ/聲ィま亂緻こ扱ったり、.巧レ5?^談の 
が態には絶讀 I こしないでく燃おい。， ■ ’"I I , 


循顯かの水位確認 


■遞脑讓歷®脑續れ①磯認 

• iS 續ンク嫁送適®の接合部などなら巧をむだない方'どラか繼認して < ださい。 



限 

上 


おを氷の 
(巧却時) 


補 








^溫.家眶管®/ ブ^圍 J の誦認 I 

•溫か配營の途中にバんブガ取りつけられている場合は、必す運範前に1部麗 （1 囘懸）な 1— : 
のバル2力準に®いていを；とを i 壁してください。（循環がガ常に流れる化溝じしじ<た 
兹し"〇 

• A ルブをを部聞じたままで運聽しますと、をを装霞の働きで運転を停とし、類報ヴせるこ 
と巧あのます。 

圍溫夕火配管の水をれの確認 

•ス1■ブ巧部や温水配管接含部なら水をれがないか確認して< ださし、。 

雜温水配管の途中にバルブを取りなけた場合は、必すバルブヴ關いていることを確認してくだ 
さい。 

■電気配線の確認 

雜 藥源フラブをコンむントに巧の根巧まで確実に差し泣んで < ださし、。 

雜蠢療吉二7 ド が給が気筒などの高温部じみれるおそれのないことを確認して< だをい。 

广云を霉]懲源ブラブ.コードの発熱*お义を荫ぐために" 

♦電源は必す適圧酷線された単相 100 V ①コンセン h ' を使巧して< だをい。 

♦電源コードは、途中で辕禱した0延長コードの使巧•他の電気器異とのタコ足配繰をし 
ないで < だをい。 

圍讓鐘(ア"ース)の確認 

•工事説明靈じしたがい、接化 C アース）がとられている力、どう力、確認して<ださい。 





囉— • -—っ、 7! も賴(ごは 3 觀類①ちるガあります。ご希望に廠じて健い 巧け T くだみ1、 

•床緩房 (/1 tV ^-) 樂独運 車を'…….床暖房（ボイラ--)だけの 聲独 還:'おを n ごぶ,ぶ.， 

诚 ，卜ーフ'攀独 運転 . スト…ブだけの単独運範を巧ラ媛を。 

•陳 g 房（ぶ イラー)■ス I --- ブ同爵還転…床暖房（ボイラ…） 運驗とス K --.7 巧# UU : お 

I / "™ — > ( - - ■ - 

以7ツ鑛 CD 。 

、、乂 ブの义力調節には 2 種類の方法ガあります。ご希望に駆じて使いろけて くだ遂い。 

* 窗動運顧 . 帮靈の室温設定を巧ラことにより、室温を設定室温に 宜勸麵節し*零。 

•す顯邏懸 . 义力調節つまみを「微か」~ r 大」の閣の希望义力に合わは 憑ごと 亿 J ；!； 

設定义力で燃焼を継続します。 


運転開始（点义) 


i 床曖房(ボ Y ラ"-)単独運癒 

•時 it 截むが!或20ぺ…ジ HI 巧時刻の調節巧法」を参照して巧って<您磕い。 



1 •時刻表巧が現を時刻碟表示してい齋こと题磯認しでく 
ださい。 


2•ボイラ…遷髓スイツチ發押して^入」 C して<，魅'撫い C 
自動的亿次のぶう!ご運黯(弔備燃焼‘本燃焼）し談部。 


ボイ号-"蓮聽スイッチ獲押す 


. ボ- • rs …運転表示点む 
-設遮濕湿表示点巧 
-現を灑溫表示点 10 
-か油量流出 
• 燃焼巧送屬機まむる 
-循環ボンブ作動 


K 1 RARA € Y 6 


鑛遍 

設定 しが C 

現な 3弓。 C 


ポィラ~ 



本 

燃 


巧イラー燃焼表泉磊哲 
対流;駡送風磯まむる 
設駆漏擺じ惡る宗弓に 
自動調觀兹むる 



罔瞒， 


9〜莫 

，带備燃焼 


手動 



































本 

燃 


《谭髓燃焼後狗2 .5 ろ闇、义力はを义力にな0ます。 


•ス h - ブ义力調 節の爭動運転の方法は18ぺージ「ス I -- ブ义力調® (手 ail ® ' • 輩 a 邏頼) J 
覆# PS して惕つてく だをい。 


' ス h …フ燃焼表术馬な 
' 巧流用送風機ま打る 
■ 設定蜜温と浊屋のが；兒 
に商じた义力じなる 


過: 


rnxh-ymmmm 

•瞬計さわせは如ぺ"-ジ r 現在時刻の調節方法」 を 参照して巧つてくだをい C 

乂 ^、、~ブ义力 i 固節「旨動連転—」を瘍吾っ| 


白が’ず《义力過節 
'ぶをル中 乂 

• 川;!;; •$ き I きが > き SSSiSS ， 





1. 時刻表示ガ現在時刻 を表示していること 瀑 It 認して< 
だまい。 

2. スープンポケッ h 巧の义力調節つまみを 「曽動」に 含 

わせて < ださい。 

3. ス I ブ運載スイッチを押して「入」じして<ださい。 
白動的になのよラに運転（予備燃焼-本燃焼)します。 
(ス S - •ブ义力調節「手動」（微少〜乂）の場合は設定 
室温の表示はありません。） 


，つ 

爭 

動 


i 


ス h — ブ運穀スイツチを揮す 


la 庵室灑表示点む 
燃焼用遮®機談才つる 


• か油*流出 


糸 


\ ブ乂力調節「手動運転 J の場を 




点义) 




5 〜 6 分ネ備燃焼 


自勸運！< 




















圍靡画厕(熏^ ス|^^プ罔時運脂 


巧 5 S — I'— dr りだは巧ペ^ジ「現在時刻の誦绩ちま」ぞ参薦して巧って<ださし、 


; r 、’- …ブ义カ諷節「自動運聽 J の場台 


自 ii ; - f 動义方11節 
ii 微みか 中 大 

• •iinihiiiiia'iiisii- 



1. 時刻表巧ガ現在時到を表示していること警磯認しでく 
ださい。 

2. ス…プンポケツ h 巧①义力調節つまみを「窗廳」 （ ご綾 

むせて < ださい。 




3.ボイラー達範スイッチ及びス h — ブ達おスイッチを押 
して「入」にして<だをい。自動のにそれぞれの運転 
(ぞ備燃焼.本燃焼）を開おします。 

(ス h — ブ义力調節「手動」（微か~大）の場含は設患 
室温の表巧はあ0ません。） 


ス I ブ义力調節「ま動運聽」の場 


么 


雜ス h …ブ义力調節のを動運較の方法は 18 ページ「ス h — ブ义力調節(手動調節-手動運賴)」 
を參照して巧って < ださし、。 

善 邏懸スイ ツチを r 入 J に.峰瞬、 タイマ- 禱 广 表示時竭辕簿お 心'^ ず J が瞒なすあ繼洽 
は、タイマ-麵となり等ので、タイマジトボタン細し考 §• 巧-麵魏鱗臟し 
でくがさい。 1 P が ぶ，’ み 

•燃焼中に運懸スイ ツチ; r 消义」じ禱 り、 如 マー 如トボタンを 押すな どして 
紛1砂な上通電ぞ止めます玄宮動消义し、室ガお卸してからてないと再お义でをませ 

知。‘-—'''‘，；,.的好:,,，聲 >ッ，がが; V .', ' :ご’',：' 










tT -'- ブンがヴット巧のスト--ブ义力調節つまみを""冒®: J じ 合ねせると、ル™"/ 3 吻'^管 C 
齡還齡となり、設定室温に自動調節されます。 

表示部 CiS 定室温（24で）ガ表巧されますので巧のよラに調節して<ださい。 



參室温設定ボタン「高め」を押すたびじ1で左磬し蒙琴。 
(と限29で） 

雜「低め」を褲すたびじ15 でまでは 1 ですつ下がり、15 
でならはいさなり10 で （ F 点 設定）と.なります。 

あ10で設定の場さはセーブ運転聚示ガ点巧し、セ-•ブ邏 
転とな0ます。 

/設定室温を15で上じ上げると-たーブ運転表巧ガ 
I 消え、き動的に解除されます。 / 


たーブ蓬転 


ス h — •ブ义力調節「茵動」運転時に、微か义力でを室温が設定室温よりと興する場禽、設定室 
驢ぶり約 3 でと肆すると自動的に消义し、設定室温まで下ガると痛义勸作に A のずず。これを 


<0憑すことにぶ0むだな部屬のあたため過ぎを防ぎます。 



® 室温設定ボタンによ0希望の蜜溫酸定後、た-ブ運懸 
ボタンを押して<ださい。 

セ…ブ運転表示ガ点むし、セー•ブ運辭とな口ます。 

参セーブ運おボタンを再度押すことじぶりかーブ運範聚 
示がミ肖え、セーブ運載解除となります。 









一、 ,1二";去 iV ’ 口が'演 I ぶの他に、ス h …ブ义力調節つまみじよる手動义力調節媛可能！:’碟。 

ん こい ’〜< たさい。 

參义力調離つまみを「微か」方ら「大」① Pel ①ご糟望 
の位置に含むせて < ださい。 

聚巧部の設定室温表示がミ肖えて义力 調節つ讓 a^®it 
定义力で燃焼します。 


み; 


ず郵义力調節 

j 纖かか中 大 
1 •IIHIMil 麵 I• 圓 ■ 關醒 • 


CJU 





ス h …ブの据巧けや絶排気筒の設置条件で、炎はる少変化します。 

巧炎のか’廣な、し^巧の中じい<らかの黄をし\お(ホ义）がまじつてを異举てはおむ;ずけわ... 


循環水の温度調節 


耀顯水①溫度調節を巧って<ださい。 

繼爆氷の湯温を設をすると、設定湯温になるよラに自動調節されます。 

湯漏の設定範閣は抓~70でで、己で単位で設定できます。 

1 . 特に温度設定しない場食は、鹽觀)的に40で I ご殿潘をれ、 
表巧まれます。 

2 . ボイラー湯漏調節ボタンを巧すことにぶり、なのぶう 
に渥爆水の温度設定がでをます。 

-「低」''… '1 回押すたびじ設お;麗度を5で下げ設巧 

湯温表示に表示します。 

-「高」-…1回押すたびじ設定温廬を邑でよげ證歲 
湯温表示に褒示します。 

3 . 現在湯還表示じ循綴氷の親在湯懸ガ囊示ちれます。 

現在湯温表雨は、泌で~撕でで表示され讓嫁。 

P 犯 feTF ……し0豪巧'^ 

Ijrcm 上 …… Hi 襄 mi 


べツタ --- 等を設靈し、宿環氷の湯靈設定を70でより 屬<し緩い湯養、《湿又 Y ッ 
3 "ぶう I ご顯 売店に依賴して<だをい。 

’ —' じすると、湯混の設定範團は撕〜75でで、 5で攀 ffirfsr ，、，す’* 


湯溫 

設定 しぶ。。 
現な み]。 G 




















資.懐用おま 


源 f ; ミづくの温度廳懿 
なち: ’■ fW ! 


は、婚環がの湿度綱節めためであり、部慶をが①澀殿調おでな懸り潔 t がり。 

，:んじ、,り一ぺツ h 表画巧熱くなりすぎないよラ使巧溫廬じけ、い hi み.' > ぃ、い斬 
修ぃみ; — ;イ i.'Hj 斑常は、'酸す嘴 Jj のが態で‘使巧して < だまい9 ,… 

• 設を鬻 温と現在湯温とは .V 家屋の巧 造ゃ設麗梁が によつて一致レない續さをあ口ます。 



運黯停比（消义) 


ボイラ…運おスイッチを押して「切 J にして<ださし、。 
ボイラー燃焼表示がミ肖なし、ミ貨义表示が点なします。 
燃焼室ガ巧却すると有動が)じ燃焼巧送風機、巧流巧送勵 
機、循環ボンフガ停比し、時刻表示外のすべての表示 
類ガ消のします。 


ス I ブ運聽スイッチを巧して r 贷]」にして<だをい。 
ス I - …ブ燃焼表示がミ肖なし、ミ肖义褒示ガ点巧し萊す。 
燃焼室が冷却すると有動のに燃焼巧送風機、巧流用送風 
機が停比し、時刻表示じ(みのすベでの表示類が消むしま 
す。 



か ?ミ 

::誦賴虐 

か外出のと きは， 
•運範停比後、 ！ 

い。あしお沿 


しない場合は、遂おガ宛全!こ傳止しでがら 


消乂後、再点乂するときのを意 


雞燃挽ゆにをわて電源プラグを巧いたり、運転スイッチを「切」 C す愚と、獲湯火安簿装靈©麵 
みで’、スト-…フガを却されるまで再点义でぎません。 

ピだ L 紛簡的なお火操作（約1秒巧）の場をは、そのまま燃焼が織続邊； n 蒙琴。 

#1ホ'屯時ごは,.が t.u ホ紅スイツチを「切」にして<だまい。 







1 •ス-"プンポケツ • h . 巧の時計調節スイ ツず邀 f 時計台せ J 
にします。 

I まじめて使用するときや、 電源プラグを擾轉 H 抜いたと 
きは、時刻表巧 I ま-：-- •を聚 巧し ます。 

2 .時計調節の「驗」 . 「分」 ボタンを押して現在瞬刻を食 むが 

ます。 



例：午前6時15をに含わせる場含 




• nr! 

- U しし 


: i 時 011 

r - 

i 何' 

)夕| 


T ^ 



午前 




①「瞬」ボタンを押して"午前 6:00" じします。這)「み」ボタンを巧して"午前6:15’’じし談す。 


時針.タイマ—'! 

標の 

脅せぃ(1^ィ合だ i ! 



3.必す時計調節スイッチを「通常」位靈じあどして<だ瘦 
し\。この時から畴計が動憑だし津す。 


♦脚す時訝，胃節スイツチが「通常 J になっ巧ぶことを確認してくだ是、。 

参30 磯な 巧ぶ停亀で あ朽 が、：再通 寒 後を現な赔刻を表示し ますの で時亥|ち わせの/必要なあ 0 
まなか 6をれな上の 停擊 で、時刻 褒 示が-:: r -•を表示したら時刻をわせを 巧って<ださい. 
















、.: CDa わせ方 



1. スーブンポケツ h 巧の時計調節スイ ツチ發 r 參イ巧^ 篡 
せ」にします。 

はじめて使用するとき巧、電源プラブを 擾轉 PSffi いたと 
きは、轉刻表示は-：--を表示します。 

2 . 時計謂節の「時」.「分」ボタンを押してタイマ"•"点 义誇 
刻を合わせます。「分」は已ろごとじ動きます。 


例；午前6時如分にさねせる場さ 



①「時」ボタンを巧して"午前6:0 0 " じします。 


II 時 0 冶 v^) ろ I 午前 1… * m 

j— ^ n. n/1 

矮广分 j ボタンを巧して"午前 6:30 "C します。 


これでタイマーセツ h 時刻ガ記憶されました。 


r 時討 -タイ 7-1 

I 师つ 

! L させい- が含だ 


3 .必す時計調節スイッチを「適常」位鹽じをどして<だを 
し、。これで時刻表示には現在膀刻ガ豪示をれ衆す。 


夕斗邏穀方法 


.. .. . . —^~ — ―1 

床暖房(ボイラー)単独のタイマ-運乾 


タイ7 --' 巧)潑 



... ス h — ブ建範をしたままで床暖房（ボイラ—）①タイ 
7…運おを巧ラ纔含 

1. タイ7…切營スイッチを:ボィ ラ叫 の位靈に窗む—陸て< 

ださい。 

2. ボイラ…運較スイッチを「入」じして< ださい。 

(燃焼中の場をはそのままです。） 

3. ボイラ…湯蠢調節ボタンで、鶴嚴水の嚴把ご ’ r パ) 
温度にをわせて<ださい。 

4. タイマ…セッ h ボタンを押して < だをい。 

時刻表示にタイセッ h 時刻ガ變示姿！!、續 - 
表示とボイラ…タイマ--マ"-ク（燃焼牵©繼〇&誦1^{ 
表ホを）ガ点なし、床暧麗（ボ '& wy 9~ i 勺 
-運おに入ります。 











ス h -'- ブ単独の'.. 




巧'’-磯 


バ h™V I 



'…床暖房（ボイラー）運範をした津? f で、 

のタイマー屬範をなラ場含 

1•タイマー切替スイツチを i すト ニ ブの位た'し醫の trrc 

ださい。 

2•ス I -…ブ運転スイッチを「入」じして<だをい。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

3. 遺載するときのご希望①义力に合わせて < だをい。 

4. タイマ…セットボタンを擇して<だをい。 

時刻表示 f こタイマ■■"セッ h 詩刻ガ表示まれ、タイマー 
表示とス!ブタイマ…7■-ク（燃焼をの場食!ま消义 
表示を）が点灯し、ス h — ブだけのタイ 7- 運嚴じ乂 
ります。 


床暖房(ボイラー)•ストーブの园時タイタ■-運較^ 


床暖房（ボイラー)とス I ブを間隣にタイ 


タイマ™-切換 




7…運おする場合 

1 . タイマー切替スイッチをな. tr ; 7 ’’! ①位 S ! ご餘わせでく 

ださい。 リ 

2. ボイラー運範スイッチ、ス•■ブ遍懸スイッチを「入」 
にして<ださい。（燃焼やの場禽はを①萊或です。） 

3. 運おするときのご淸靈の塞灑又は、.ス h …ブ义力に轉 
むせてくだまい。 

4. ボイラー湯温調節ボタンで、繼爆氷の設定漏;盛をご滞 
望の温度じ合わせて < ださい。 

5•タイマーたッ h ボタンを巧して < だをい。 

時刻表巧にタイ7…セッ h 時刻が表示をれ、タイで^ 
表示及びボイラータイマ…マ —■ ク、ス h —ブタイで一- 
つ一つ く燃焼中の場をは消义聚巧を）が点灯し、床暧 
房（ボイラー）とス!ーブ①タイス"一運顧に入0萊殘。 


凌 い'^。— . ，。をそだ电：ぃ-づタィマー蓮擊 J ;互卜ごフ馬房志え卜ごす s)Y う…運配の場合を ' ‘ 

方の菁;をいはでお<ことで、それぞれ①筆拽タイマー運転ガでさます。 
if 、'，■; つ-- tz ツト'時刻になるまでは、畴刻表示にタイマーセツ h 時刻、夕 - r クー'裹巧 r - 聚みな巧 
’ 讓讀」及びタイマーセ、シ h マ…クガ表示され続けます。 


平、-. ，--!ホ:-:‘よ、：;みバィ、',ブ巧「入 J むつ-こし、.か,、と;筆き-:•が；谓されません。 

游ゎ(:ッロのとぎのタイマー病义は懸けて<ださい。 


























•タイマーセッ h ボタンを押します。 

タイ7—表示とタイクが消緣し、腾麵豪示(ご 
現在時刻巧表示され(時計動作コロン点滅)、 5^が一 

運転ガ解除されます。 

«このままであればボイラー運転表示及びス h - ■-ブ邏賴 
表示ガ点灯し、自動的に運転を開始します。邏賴屬變 
化する場さは、ボイラ™-運転スイッチ及びス h — ブ運 
おスイツチを「切」にして<ださい。 

タイ 7-^ たッ h 時刻•現在轉刻の璧認 

雜タイ 7— セッ h 時刻の確認 

• 時封調節スイッチを「タイマー含せ」に含ねせます。 


午前 r • 一1厂1 時を! J 表示!こタイで""セツ h 目寺家り 

U • -JU ガ表示'送れ康す。 


雜現在時刻の確認 

，時計調節スイッチを「時計含せ」にをわせます。 

い…！. つ D 時刻表示に現在時刻が表示され 

午後《し f • _J し/, ます。 


•確認後、特計調節スイッチは、數す「通常」位置じをどして<だをい 








ーナに巧をためて しまったと寒 


雜ぶイ晋 一/ す巧に ミをがたまつた湯さ、このまま点义漂作をすると 巽常燃繞したり、，帝火ホ段 
と嫁り家續。 33ぺージ「ボイラーバ…ナのミ留疲き J を参照して、ミ由を巧いて <だをい。 

ボイ\-ナじミ宙ガたまつ たこと じ 気が好ないで点义 したとをは、/卜 "少 巧に 巧演つた;由ダ 
燃 覆つ落る まで炎ガ大き <なつて燃焼します。このよラなときは、 すぐボイラ - nfi を义 Y ッ - 'み 
を 「切」 じし、たま'つたミ 由が燃えつきるまでそのままお待ち< ださい。このとき電源コ ドの 
ブラブはあ方ないで<ださい。 


循環水の凍綻そ肪(循環ぉのま入) 


寒ち化だけでな <、暧かいが域でを凍結予防及び腐食そ巧のためじ、必す渥爆液を入れて < だをい。 
雜循環液は必すコ□ナ床暖房用循環液（別売品）をご使用<ださい。化の不凍液を健隅したり、 
混合したりすると製品の寿命が短<なります。 

雜櫃環液は 3 がを目をに入れ替えて<ださい。（開ますした循環液を含む） 


結露氷の処理 J 


•排资臀に結露 7 }(ガた談つた場含は、お賢い巧め①販売店に点巧を巧颗してくだをい 







又 h "- ブ IZ ブルが 雞生すると、 h ラブん鹽所が設定湯温表示及び設定 靈經變巧じ E 号豪承'(管 

zjs ) -が y ) されず す。 

ご®場資 S 營囊巧①巧經 を、ス!—ブぞ側面じ9]麵されたモニタ^サイン-"驚表、 ス》37 - 38ぺ 
-リ 「戴障. 異常の見をけ方と泌靈方ま」をご費の上、必要な巡靈をして < ださい。 



使箱よのま意 


本書の「特にミ主意していただをたいこと、を全のために魁すお守り<ださい」①他に、巧①賴圉 
についてをま憲して<だまい。 

馨ク U — ニンブ店、美密院などの化学薬品を德ラところや温室、飼醫室など、動權物の醫成裁磨 
亿變踢しないで<ださい。 

馨靈が発生したとを、靈（誘導靈）によ0■■■■■時的な過電圧ガかかってを、過電圧防止 装靈が 機器 
警保議 するし<みになっていますガ、大きな靈（直擊雷など）①場合は、靈ぞ部 S 黎 '撰 
33■^れ がありますので、電源ブラブをコンセン h から巧いて<ださい。 

傷混 7 }(配 g ①途中じバんブガ取りつけられている場ちは、お’す運驾菌に1部陸 （1 巧;が ui / 
パ JL /7 tf 常 IZ 麗いていることを確認してください。('渥環水が常に流れるが態;. 1 L . こ. 




つ 



〈モニタ-■サイン’一藍表〉 


芬拷 

5ニタ…ヴイン 

異常が態 I 


广‘イ 

t I 

途 や ミ肖 义！ 


に 

不 着 义 I 

ス 

臣3 

巧震作動 I 

巳4 

r ■妄全 サ—モ 作動！ 


巨 5 

排気管抜け巧が作動； 

h 

巨 6 

ルムサ*™モ断織 i 


臣7 •巨 9 

停 電； 

I 

巨 8 

疑化义お i 


臣 A 

燃焼用送風機異常横出 ^ 

つ、' 

EC 

ル"*"■ムサ…ぞ短絡 


Ed 

巧流フアン圓範数異常巧お 


:;厂 f 

棒止時ポツ h 異常過熱 


巳0 

基板温度異.常 


モニタ…サイン：異常が態 
尸1 i ポツ h ぞ熱不足 


尸 2 

ポッ h 温度低下 

戶 3 

ポッ h 異常遏熱 

P 5 

基板 不良 

F1 

熱交サーモ作動 

F2 

湯温サ罢スタ断織 

F3 

雖 膛 ‘卷 S 出 

F5 

熱交麗常儉出 

r D 

違 中消乂 

F7 

不鑛义 

FA 

燃焼熙送風機異常検出 

JE に —… 

簿湿サスタ短絡 


側 j スト t ブ 





































ご®又 h- ブ CIS 次のぶ 5 な安全装置ガついています。 

讀べて®安塗装觀 IS 、 異常巧取0除かれてを巧慶点义操作をしなけむば運賴稼爆比 L / 怒家讓で'續, 

: 安全装置 ^ 


綺靈闇動消义装置 
(巧す]囊巧） 


点义安全装 


匿 


燃焼制御装置 

(途中ミ肖义） 

L ぶ1 J 表示(スト-でトガ 
し f 島」表示(ボイラ—パ—ガ 

産豆褒巧(スト—了パ—ナ ） I 
に巧— ] 表示 ( ボイラ…/トナ ） i 


停電ま全装置 
に国]聚示•「巧1表示 I 

! (30 機 laX 上〉 


/1串似上:'、 
130秒ホ満 i 


過熱防让装置 

•過熱防止サ…モスタツ h 130で 


肛'。表示） 


原因-作動結果 

• 強い：®靈や衝擊を受けたとを 
〇 

. モニター サインなす]表巧 
目動的にミ肖义仅卜ーフ.ボイラ…） 


m 


) ホ 

声 ぶ 


® 点义云スをしたとさ 
® 途中巧义をしたとさ 
«をガ異常にホさいとを 


ク 


モニターサイン よ _ ij 表示また 
はもコ;表示仅 f ブバーナ） 
自動のじ;'肖义(ス1ブ） 
モニターサイン ^^：^p 表巧また 
は .…巧‘ 表/示(ボイちーパーナ） 
呂動的にミ肖义(ボイラー） 


>停輩したとき 

>«源フラヴが巧けたと-を 


ク 


通電後 モニター サイン 巧''轰 

あまたは"£3：表示 

自動的Iこ)'肖义(ス^—ブ•ボイラ…） 


«巧流用を風機のフアンフィルタ 
—やス h— ブ①前面ヴ这、をがつ 
たとを 

«ス 1 -—ブ①前面に障塞物などガ 
あるとぎ 


ク 


モニタ…サイン！ 表示 
自動のにミ肖义(ストーフ • ボイラー） 


雜スト…ブ①圈辺に鷄常巧'歲い怒 
疆認し、点义擬作しで'< 終をい。 

(巧靈自動;'肖义装作動後醫 
勸範にセツ h 患れま谭。） 


• 曰常の点模-ま入れ （ 28 - 36 ぺ 
-■ ■■ジ参照〉をしてから点义操作 
をして < だまい。 

® なおを異常巧ある場合は、あ翼 
いホめ①販売店じご相談<だを 
い。 


> f 1;の湯食、瞬 S などのわッ 
をして巧ら、，南夾操がをして 

<だをい。 

> ;巧 ' :①機合、通爾後觸义操作 
をして < だ度い。 

>靈源ブ3ヴを確飄して < だ逆し、。 


»隱困を取り除いてか色点义操作 
をして < だ渔い。 

' 異常週熱防止サ•""モスタツ 
: 2 现でが巧動した湯會（褒巧 
部全消打）は、点横-修理を 
，巧頼して < だをい。 


心たとを①稱邏電直後（.がまたは挂す]表示）点义操作をするとけ;聚示ガ出覆ごとが® 
口ますが、これはス h - ブの温度が一■瞬的に上鼻するためで、異常ではあり蒙枝ん。4~5分 

;省愚]した後 I ご、.齋义操作して<ださい。 











































s 称 

原因*作動結果 

爆？-！巧法 

難續火變全養靈 

•ミ肖义直後、再点义操作したとき 
〇 

- 燃焼室の温度ガ…旦を巧してな 

5でないと点义動作に入らない 

/馨 燃焼莖ガを a 後、資勸的(ご'^ 

、点义動巧を11 抱し！ r 琴。/ 

娜氮醫鑛け機巧装置 

([ E 5 康示） 

• 排気营の接続部ガはすれたとき 
• 排気菅巧け後巧巧 u— ド線がは 
すれた0、断線したとさ 

〇 

- モニタ…サイン表示 
ス1 — ブ. ボイラー①運転惇止 

• お排気簡あよび}非 気 e ①纔続部 
に、はすれ.ゆるみガ S いを、* 

認して < ださい。 

•排気管巧け横®巧 U- ド 線®感 
るみまたは、はすれ-切れガな 
い丹確認してくだをい。 

排《□ホ V’. ソ 7 池 

燃焼用送風機異常 
検出装置 

； 巧な—]表示(スト-ブ臟風撒： 

母 J 表示 ( ボィラ-苗送圃撤 .1 

«回お数ガ異常1こ■低下したとき 

ク 

- モニターサイン '-雨 表示（ス 
h'— ブ用送風機）または卜—も 
表示（ボイラー送風機） 

スト—ブ.ボイラ…の運転偉止 

• 異常低下の原因を取り除いてな 
ら庶义操巧をして < ださい。 

巧流用送風機異常 
検出装置 
(! Sd 1 表示） 

• 回転数ガ異常にお下したとき 
〇 

- モニターサイソもイ」表示 
ス K- ブ-ボイラー①運捉惇比 

* 異常お’下の原因を取り除いてな 
色巧义操作をして < ださい。 

過電流肪 it 装置 
(表示部全;'肖む） 

•巧部配線のシヨ ーh によ〇遏電 
流巧流れたとき 

〇 

•電流ヒユーズ巧切れ、すべての 
運転を停止 

« シ3- -- ^-の原因を取<0除いてか 

6電流ヒユ"-ズを交換し、点义 
操巧をして < だちい。 

1 循環氷過昇防止装置 

•熱交サーモスタツ h 1日5で 

(ィ/康示） 

«握爆水ガ極端に減少したとき 
» 循環水ガ循環しないとさ 

〇 

- モニターサイン； f ; i 表示 
ボイラーの運転停止 

宙 原因を取り除いてか6点义操巧 
をして < ださし、。 

/ 異常週昇防止サ…モスタット\ 

1 :22日で巧作動した場合（表示 

1部を)'肖な）は、点検-修理を1 
'''依頼して < だをい。 ' 

空だ寒防 化装置 

/j 1— つ 

([j 燕爪 j 

を循環氷巧優端に減みしたとぎ 
〇 

-モニターサイン: TT 1 表示 
ボイラー①遷範停让 

* 空だを横出の原因を敢り除いて： 
なら点义操作をして < だをい。 

安重:咬^=义夕(基板上:73で） 

(: £0 J 羡 承） 

@巧流用を麗機のフでンフイん夕 
一やス 1- ^ブの前面がみさ巧つ 
たとさ 

雜 スト—_ブ①前面に障害物などガ 
あるとぎ 

〇 

-モニターサイン rg 日';表示 
自動的にお义(スト—フ’ボイラ…） 

•原因を取 0 除いてな反点义操作 

/異常過熱巧止サ^モスタッ h > 

1 : 220 でガ作勸 した 繼姿 (蒙 m \ 

1 部 全 消灯） 1 ホ、 ，靖楼-修遲卷 - j 
を頼して < だをい。 / 

































爲機。爭六れ B 消义後、ポッ h / 卜'■ナがを都してせら、必聲電 ll — rr 7っな V 
tz ン h から飯いて巧って <ださい。 

■なぶ.'...:;...:'. ' - バム''''''.;.''- .■ • ->:ツ：'';々巧 ' J 、 ‘，.'，'.-か-パ—'''-夕か'— ■ ド-''’—' 

r ご mp ' 巧氣部品のみ巧ゃ巿巧 ffl とのな巧は絕娜こしないでください。 


■ 点検、手入れの必要項目、時期、方ま 


灣 H の巧燃燃（使用ごと） 

則 A 注憲1 ストーブの圃圏は、常に整理-揺除し、燃文やすいを①を靈巧ないで<だをし、。 

懸ごり•巧れ（傻用ごと） 

@ほこりや巧れををのままじしておきますと、ミ由ガしみたりして程礫ですみ: 

ス h ~~•ブはいつを溝潔じしてご使用 < ださい。 

胃總 をれ •總のたまり•巧のにじみ （使用ごと） 

•'麗台.油タンクにミををれ.ミ由のたまりやミをのじじみがないか、ときどを点横して < だまし、。 
素た、給ミ由の際にこぼれたなミ由は、よくみきとって<だをい。 

•巧をれ巧嫌る場をは、お賢いホめの販売店に修理を巧頼して< ださい* 

製送油管の点樣•交換の目安（シ~ズン德感） 

雜靈 I ゴ麵送顯 g は、麗外で使巧しないで<ださい。 

麗辦での使弼は鑛止されています。 

馨慶内でゴム製送ミ由管を使用しているときは、膨潤、暇縮、変質、変形、ひび割れがない洽磯 
認し、义爲①あるときは交換して<ださい。 

巧撰の圉お i ま、3年に一-度です。 

¢5/-ズンの鑛め、適畴） 

•;簿57ンツ巧 K 7 J (鮮ごみがたま0やすいちのです。給油のとき、点横して<だをい。 

ミ ffi 續ンク內©水抜靈 S び婦除は、巧タンク巧屬め取扱説明馨じ化って巧っ X ：く； 6' 遂い 








餘 Vn 雜気簡あび、 h ッ プ①圈囲に障害轉ガ置いてないな、とぎ ど送点が’ I C くし心.’’ 

獲が虜気筒#'つ津りますと、不完を 燃焼をおこします。 を™ズン初めには齡 d ながし’‘づ‘ 
集を つくったり 異物が 入ったりしているときは、數す掃除してくだちい。 

•給排気筒及び、排気舊の接続部巧 K 讀収怒り. 
タタ; P 卜^'，，給が资窗 .乂スォスエ . i レポ 排気管巧け検巧]用リ"-ド線巧はすれたり、斷 

写 f へ、.\ ^ 線していない力、点検して < だち.い。 

し m 參給排気筒を一度取りはすして、溝び取りはけ 

るとぎ、排気管の接続部巧部にはめこんであ 
る 0 U ンブガ破損していないな濯力、めて < だ 
さし、。 


スト--ブ接続側 


• 定油圆器には、ごみを除<ためのス h レ…ナガついています。 

ごみガたまると、ロミ曲の流れを妨げて、十分な义力が出な<なります。 

巧のように擺隊して < だをい。 1•油タンクの送ミ宙バルブを蘭じで<だあい。 

策なぐ到； 2ス I ブの前板を止めているねじ巧本)却ますし、前 

板の下側を引きとげて、前に引いて取りはすして<だ 
さい。 

3. 操作部を左図のように、①操作部のを側を少し引惑と 
げて、留手前にまわして、開いてくだ楚い。定ミを面器 
ガみえてきます。 

4. ス h レーナ①掃除□じ荷ホしなど①麗紙を髮し込んで、 
油ガイドを巧り、その下に容器を B いてス h レ…す® 
止めねじをゆるめてはすして<だまい。 

定巧面器の巧れた巧ミをやごみガを部流れ出ま讀。 

瓦ス h レ…ナを取0出して、寒れいなな迪®聲遂 
巧いをして<ださい。（水で洗わないで<矮邊い。） 

♦ス h レーナコム/ x ッキンををれ組占うに!^—〇、 

補^^^^^^^^^^^® 自^!編;議^!！篆 iii 


前板 


謹(ろ镇) 










電’い-于®麵除（適獻 

隱 Rtt 、 又 h …•ブを消义させ充.分潑颤レて巧芭、 るっ!:<1燃\ 

麵念學けどの惠それガあ〇ます。 

雜ス t '' ■^ブパ'""■ナじすすがついて炎の形巧不揃いになったとさや、ス[-^ブバ~-少©底1ご讀緣 
やカスがたまりすぎて着义ガおそ<なつたときは、巧のよラじしてすすを厳り除いて<媛遂 
い。 


号’ 

- 1 ' 


上画板みた 
/ 

? 


ぞ 


叫う 


〜卜 ]~H 





1.上画板みたを取りはすして < だをい。 


2 •断熱板;みたを取りはすしてぐ辉兹い。 



3. 燃焼筒みた押えを取りはすして < がをい。 

4. 燃焼筒ふたをはすし t < だをい。 

5. スケル h ンは中みたに取りついています。スヴルトン 
をガラス円筒に竺てなし\よう亿レ t 、取りほすし t く 
ださい。 


径.燃焼リンブをまねして取り出してくだ奋い。 










，むの必要頂巨、時期、方法 



7.ノズル、'''点义ヒ夕、点义タッ h、 フレー 

いためないよラに、ポット/す肉®®參琢變 K ラ Y 
/\’一などでなき落として方6、巧でみ黎とつてくだ遂 
い。 


8.組立ての際、燃焼リンクは、左國①よラに圧しく璧薬 
じ取りがけて < ださし、。 


■ス I フバーれ':擊リンタお树 IW 巧が菊 i ^: U ますと、燃焼か悪<なります。卜つィ 
ハーなどでつついてみて巧ヴあいた0、巧けだ巧をはがしいちのと交換して<ださい。 
义卜ーフバーナのな巧は、脚すお! I い巧めのが巧ほじ依巧してぐださい。 


絞射板•ガラス巧简の掃除（適時） 

雜 r な勺重'憲1漏隊は、ス h — ブを'消义させ充分巧却してガら、巧つてくだをし、。 

熱いが態で巧ラとやけどのおそれがあ0ます。 

•反お板及びガラス円筒にほこ0巧たまりますと、反射効率が悪<なるばかりでな<程暖です 


ので、巧の要領で適時掃除をしてほこりを取り除いて<ださい。 

1. 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはすし左側に 
まわして< ださい。 

2. ガラス巧筒を割らないようじミ主憲して、婦除機などで巧 
部のほこりをきれいに掃除して<ださい。 

3. やわ6ない巧などで、反射板及びガラス巧簡を落のい C 
巧いて < ださい。 

4. 掃除ガ終わりましたら、をとどおりにおッ h し" C く怒邊 
い。 

参前面ガードは、きちんと取り巧けてくだをい。 



- K のかジ h 















■舅巧講闻部の懸隙（適時） 

• I - : i— V 機 tt 、 又 h — ブを;'肖义ぎせ宽気巧却してなら、 

麵^績戀^^^念學けど①おそれザあ〇ます。- .... 

馨幾期 PbI の使用 や、ミ由だまりじよる大燃焼の後にはガラス円筒ガ すすけるごとが 藻り讓鐵。 

ガ 又 ra 簡ヴすすけて 炎ガ見えじ<<なったとさは、30 . 31 ぺ… ■ジ「ス h — ブバー于©操除 J 
の厲じしたガい、 スケル h ンぞはすしてガラス円簡を 掃除してくだをい。 

礙 十 产つ巧筒には、水をかけたり、衝擊をさえたり絕なしないよラま憲して<ださい。 

獲げ—知し山乙ガラスが徐々にすすけた場合は、しば货<の間（約30分闊）义力を义き<巧:る公 
とじぶ0、すすを除舞ることがで送ます 。、、 'を％’ 

圓ス h — ブ用点义ヒ…夕•点义ネッ h •ノズル®魚模(シ"■ズン©拥諭) 

馨ス h — ブ巧点义ヒータや点义ネッ h じすすガイす着しますと、赤熱ガ低下したり、巧のひろガ 
りが悪<なり、着义不良の原因じな0ます。 

•ノズルの巧端じすすが巧驚しますと、異常燃焼になった0、舊义不良やミ肖义時闊ガ畏<なる 
原因になります。 

シーズンの初めには、必す点後してください。 

ス h — ブ用点义ヒータ、点义ネッ h 、 ノズルの点検.交換は破損のないぶ请に述憲して巧う山 t 
要がありますので、必すお買い求めの販売店に依頼して<ださい。 

フレ~■ム□ッドの点検（適時） 

•フレーム □ッ ドの巧縮にすすガイす着したり、フレーム □ッ ドが変おすると、誤巧動の厭因に 
なのます。 

すすの巧■驚やフレーム□ッドの変形ガある場舍は、必すお翼いホめの販売店に点巧.交換を 
依颗して < だをい。 

〜〜 ^•^誦纔义ヒ夕の点梭（シ"~•ズン®彻》) 

•がイラ"- 用点义ヒータや点义しんじすすがは着しますと、赤熱が低でした0、 適の吸上げが 
悪<なったり して、点义しに << なり、讀义不良の原因じなります。 

点火の脫鑛は; \愈に巧ラ必要好ありますので、数すお賢い巧めの 販売陽じ鑛賴 bn <慶 

おい。 





..が 

r 為みが’も祐ぉ姑?? 


手入れ 


夕 


• L を I •、 ミ* 


胃皆 f’>‘ 、パ-^少®讓錶き 

•恒义小お/ぶどのため、ボイラーパ-■■ナ巧に巧ガたまつた湯合な①嬰領で遞落»ぃ k 、； t 、 

1. 親板をはすして < ださい。 

2. ボイラ…南を巧管とボイラー/卜^す接続部不1麵じ案內 
を設けて容器に受け、ボイラ ■ "■麗送縫驚®錢于ツ 
はすして < ださい。 

ボイラ…/ \'…ナ巧のミ由ガ流れ出ます。 

3. なガを部流れ出たら巧適りにボイラ…用送な 營袋ナツ 




h を締めはけて < ださし、。 

巧をれのないことを確認して<ださい 


靈巧流用送風機のファンフイルタ…の漏隊 （ 週に 1 回が上） 

雜ファンフィルターガごみやほこりで目ブまりすると、送風力が弱<なり排赞溫廣上靜やス h 
—ブの聚面温度ガ上昇する原因になります。 C 過熱的 it 装置（遍熱防化サ-"•モスタット）萊た 
はお全サ- "= スタの働送で運転ガ停止する場合があります。） 

巧の要領でス I -ーブ襄面のファンフィルターの掃除を巧つて<ださい。 

1. 左画の矢目日のよ〇じファンフィルターを爭前に引を出 
し、ス h — ブ襄面から取りはすして<ださい。 

2. ファンフィルタ…に巧鑛したほこりを掃除機で 吸い取 
ってくだを い。 

3. 掃除ガ終わりましたら、をとどおり じ取り付けて < 緩 
さし、。 


• フィルタ"-をはず したまま運お レないで < だ^い。 

綺雨凌 i 機のフでンフィん夕一•をはすしたが態で運あしますと、力--テ>©«^'赛卷馨邀知^ 
r ' 寅災1ご©邀35養れガあ〇ます。また手などをみれるとけがをする35誓の嫁纔り緣琴。 









圍麵麵厕遞纖誦®誦隊（適持) 

•が流驟媛織機 フ; P ンにごみやほこりがたまると、を屬カガ弱<なり、 窗ヴ火浮く©:つ— cc を 
ごとが 憑ります。このよラなとさには、巧流巧を嵐機ファンのほごりを®? り除 i バ‘、/。，、 
•ス h ■-ブ後側の巧流用を風機のファンフィルタ…をはすし、ブラシなどで 静なに.ほご〇舊取 
0除いて < ださい。 

•婦除終了後、フアンフィルタ - H ま必すをとどおのじ取り巧けて<ださい。 


■鋪«懸どの變塞が発生したと寒の驚機! 

•化靈など①災害が発をし、ス^ブに振動や衝擊ガ舶わったと寒は、運転前じ必すなの点検 
を巧って< ださい。 

•給排気筒まわりのはすれ、をれの確認 

点後で異常が見つかつた場さは、お質い巧めの販売店に修理を依頼して<ださい。 


J 温氷配營の水もれの確認（適時） 

雜ス h — ブ巧部や温水配营接合部から水をれガないせ確認して<だをい。 

@灑水配營の途中に/ '{ルブを取りがけた場合は、必す/りレブガ關いていることを確認してくだ 
をし、。 






点検、手入れの必要頃目、時期、方ま 


軍，擎®誦縮 mm ) 

• 麵環プがまかレす•つ蒸発レます。1ヶ月に1回穩«»、，哉 fijiti こ feSTF ン ’’'：7 C ； X ? K だ’ 

ガ規媛水位 C 藏邊こと黎確認し、不足している綴さは巧暖房專懸補巧液瀑補齡し C ： 咬を^診!.'‘ 

±11东值な！:は 入れない ぶ 3 な憲 して < ちさい。 

(i 己營などのもれで補給する場含は、床暖房用循環液を入れて<ださい。） 


繪氷扉 


給氷キヤ、ジフ 



まがカツブ 


1 .給水扉を蘭さ、膨張タンクの給かキャップをは谬し缘 

す。. 

1^'お氷キャップを図のようじ反時計ち向に約13がま'^ 

I むすとはすれます。 / 

參運転中、膨張タンクは高温じなつています。補充液 
を捕給する時（給水キャップをはすす時）は、必す 
運輕を停 it し、ス i -— ブガをえてなら巧つてくだ慈 
い。 




2 . ミち水カップのホースを給水□じ十分差し込んで < だを 
ぃ。 

3. を水カップか6上限氷位まで、補巧液を補給して<だ 
さし、。 

•上限水位&(とは入れないよ〇を藏して < ださい。 

4. ま水カップのホ-■•スを元に戻して < だをし、。 

#できるだけ、ホース巧に補充液が残らないよ —5 じし 
て < ださい。 

5. 給水キゃップを確実に締め込んでくだをい。 

I 國①よラにキザップが水平 じなるまで、しつ か 0 
\まわして < ださい。 / 


r 給氷キャップの開閉方ま 


〈閉めた化態〉〈開いたが戀〉 





8 •曰常の点が手入れ 


參]□ナ總正床暖房用循爆滚は、.糜緩眾隨の趟に床暖房に使巧をれる機器（スト-ツ..コ； 
ベクター <お舊部品など）の防綺効果を育的に作られた循演巧で、すでに純がで濟巧巧澳 
度に諷含レておりますので、 f 滅連賠踪亿は、この萍まス k …ブじ入れで<だをい。 

. ♦他な銘柄の巧鋪劑、不凍渡€線じ薄綱描など）を使巧した0、ミ度さたりしをと防鮮巧） 
‘ 実が凳澤苗なす機器の耐义悚巧ぞこ錢われた0、粘度があむすポンプの性能户. ■!- 务発巧を 
れすに、沸騰してしまラことがあ！0ます。 ' ‘ 

み循驟液は、常温では引义しませんが、加熱をれたス!ブのとなどじかなると着义するこ 
とがありますので、取扱いには十分を寫してください。 

め 循環液は 3 年を目安に入れ曾えて<ださい。（開封した渥環おち含む） 

の 循環液の凍結温度は- 20 でに調合されています。 

.. V ..た:部';‘;视獨を权巧み../.;.;.喘が:'..;.:'::..被み棘^^^ 

〈循環液-補充渡を入れ過ぎたとさ〉 

循環液-補充液を上限水位な上に補給した湯を 
は、なの要領で循環液を巧いて<ださい。 

1•総化扉をあけて < ださい。 

2. 排水燈①下に薬巧を設けて容器に受け、排水 
幢のネジをはすして<だをい。 

欄爆液ガ流れ出ます。 

3. 化なが上限ずで下ガつたを排水を①ネジを取 
りがけてくだ兹い。 

液电れ①ないことを確認してくだをい。 



9.定期点検 



ご使驟 I ごなりますと、ス h — ブの点樣が!菌要です。 

ズン(ご1國糧度、シーズン終了後など亿、お買いあげ店又は、修遞資«蠻〔(難) B 本5適 


燃焼機器保守協篡 ( TEL 日 3- %99- 2928) でなラを術管蓮講習会終了.蠻（窃遽機器鐵癒蠻麵±) 


稼り ©ぃ覆顯®ど I こ点錢依頼されることをおすすめします。 







■ み1，ふ Vc ^現旅け顏 P 輩ではありません。 

•1 巧没」を化.镇をれる前にをラー度お疆サめください 


潟 象 : 

説 BJ 

山 径)めて使用するとさ、煙やにおいがで! 

ぶる。 i 

耐熱塗巧やほこりガ焼けるためです。 

しばら < 窓をあけて換気をして‘くだをい。 

日ミ 燃焼圈お時やミ肖义をに「ピチビチ」と: 
:ヴ い ^醬ガする。 I 

本体巧部ガ熱により膨張、収縮するた齡てす。 

8寺 点义隐にポンと窗だする。 | 

点义する時に発生する*义舊で、異常ではありまけん。 


■使用中に異常がありましたら、次表にぶり原因を調べて処置をして<ださし、。 
雜原因のわからないときや、処置の むす かしいときは、お賢い求めの販売店、またはあ近<のコ 




































ご ^^* 1 

10 •な廣•異常な 


異常の見みけ方と処置方法 


現 象 

説 明 


南炎のかに舆浩い炎啸火）ガ露じる。 

異常ではありまをん。 

觸 

m 

0 f 

給》»簡の先錦なも運続諮に白煙が出 
る。 

み気温ガ低 < なると、排気ガス中に含まれでいる 7}(： 分が； 
凝結して水蒸気じなるためで、異常燃焼にぶる白煙ご歐 

ありませお。 ■ 

し. 

の 

化 

巧巧ぎむ①際、 -- 瞬お巧大き< なって！义する。 

異常ではありません。 

停《したときの再通電直後 （ L £7 また 
は里蛋表示）点义操作をすると、店田 
表示'ガ出ることヴある。 

停電によ〇ス h - ブの澀度ガ""時®じ上驛するためで、 : 
異常ではありません。4〜邑みを却したをに、点义懸作 
して < ださい。 























，九壬を;.に項互剧を裡、調整は盾おですので、部品の交機、調整か扮冀の場をじ 
に‘ か— H Vおせ仍敬號店又は、修理資巧者〔佩）日本5巧燃焼機器深巧滿盛で’'行' 
ろ巧編’這嗤沒'岂衾修了者(若ミを機器技衝營理壬)など）のいる厭売店じご相談<:だ 

〇 V 

s 離褒«» □□貪纖正 glSi とご攤症く懸讓い. 

,1も t; こ'入用の機に.は、コロナ製品取扱販売^»含:!〇ナ純压额證とご胃 
純 il が ud け 9KC’ 部韶を—ご使吊になりますと f 胃'に発揮されない!^^&をスト*-プ 
づ例な7--り就儀幸がの原窗じなりまが辨變繁 f 馨學雛;讀棘も繫夕做'..さ驚内?.:‘:''''' ' 

J ‘ '' < '1 .,■sV,■.•.-.•.-；；.•.••.-.,r.,....•.•.-..■.^^. ............................ . 



設置したままで保管される場台やしまわれるときは、曰常の点検-を入れの頂を 
参照し、次の要領で保營して < ださい。 

手入れのし巧た 

1 . 1ぶミ垄 SI 霸源ブラブを必ずコンむント巧ら抜いて < ださし、。 

2. ミ由ろンクのなミ由は、すっかり出して<ださい。中に水分やごみが残ったままじしておをます 
と、ミあタンクガ腐貪する原因になります。 

3。 定ミ宙面器①ス h レ-■ナをはすして、水分やごみを除き、定ミを面器の中の巧巧を抜いて < ださい。 

4. ファンフィルタ—①ごみやほこりを取り除いて < ださい。 

5。 蘭機をはすして、掃除機などで巧部のほこ0を取0除いて<ださい。 

6. 靈裝部ろは、湿った巧で巧れを落としてから、ならぶきして<だをい。 

7, 燃焼靈のサビなどガある巧をぺ—バーで磨き r 補修用の塗料」（別売品）で塗装して<ださい。 


■ 條蠻 B 法 

1。 馨 II い I ご磯ったら、ポ U エチレンの袋に入む、乾燥した場所に横倒しじしないで35し蒙いく 
ださい。 

2。 温 7 K ® iS 蠻邀撥続したままで保管する場合は、床暖房專用補充あを上限が値蒙で’權総し33 
いて <續凌い。 

3。 TX 機説明 * J 大切に保營して<ださい。 
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床臟觸舉独 a 範 

最大燃焼騎 

5.23 RW ( 4500 Rcal / h ) 驅题? k 罐 42 CL'h 



最か燃焼特 

1,63 kW (1400 kcal / h ) 渥環?) v 寒21日し‘ h 

觸囉お刃 

スフ樂.独運転 

嚴す燃焼跨 

: 4.離 kW (4200 kcal / h ：) 

をル燃焼時 

1.62 kW (1390 kcal / h ) 



床媛離•又! --- ブ 

及ドサ，刊-:- 

10.1 kW (8700 kca !/ h ) 欄- 


1ぶ碱祕礙を 

— ぶ. 

み ': がふ ': 中 ''：/'';,'', V 

慮:::;を嫂を 
,, / 

愚/ J 、 燃焼招 

3 ぶ 4 kW な? 90: kcai / h ) ' 渥驟?お量 210 L/h 

擬 

大 

棟 m 

m 

化力 

霞夫燃馬時 5.23 kW (铅 OOkc 劲化）が V 苗水、ぶ4ソ し，， 



陳燕瓣*聽 

筋す瓣焼晦 

邀 440 kJ/h 備6目お G 


:111 g : 

嚴か燃離驗 

7,580 i < J / h (181,0 teal /. h ) 熱鄉寧 77% 

縣 

鷄雜 

ス 1 --- 7 福独運蹈 

叢义燃焼時 

泌,6朋 kJ / h (49 が！な对.々が熱巧羣8日％. 

况び熱効藥 

潑が燃焼麟. 

6.820 kJ / h (1630 kca !/ h ) mm 紙96 



が K 薦.ス^ ~"ブ 

mxmmm 

43.1泌1<〇化(103册1<说1巧）熱®* 85% 



間韓運転 


霸か燃槪範 

14.400 l < J / hC 3440 kcal / h ) 熱効*'81.% 



床臟耀離 

独*觸 

嚴乂燃焼時 0.6 日し'' 'h 嚴か燃焼時 0.22L/h 

i 瓣料猎赞鬻 

K ~~~ 

'ブ雖 

独灌 S 

嚴大燃備睹 0.60 L/h 嚴りが究時 Q.1 目 8 しか 



陳觸"鶴* 

ス h---7B 瞒遽® 

繁大燃焼轉 1 .25L./h 叢り霸焼腺 0 .が 8L/h 

:み 
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巧圏垂口 

巧 i ! 转雖 

魏運 m 

点火轉1熊 W 纖焼誇103 VV 韻天 190 VV 若} が帶こ产巧閱賓 j ■ノ 

スト- 

フ聲 

雛遷聽 

壽が誇 340 W 鑛焼轉 42 W 嚴乂6離 W 点乂觀簿に巧聘問葬ホ/> 


ス仁心部闇猜邏聽 

房义時が 0 W 燃焼時1勘妍露乂7明 W (窝父初罕 I ご巧的码勞，ホ； 

[m 

バ 4 

、‘1 ぶ 

蜡雜蠢疆 

13-50 m - (8 〜游醫） 


スザ ，'心 巧 

吕午容氷靈 
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巧«圉數遵乂讓靈，点灾安ま:義麗 ‘1 卿嘴證帮装 r 培如// 1* f ぃ f 
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巧 

裝 置 

專点义安を！靈1霜駕家讀鼻蘭 it 馨霞•排気馨搔：鸣えち S ご ：: V - こ-有 t 

繫霸串遠霞聲囊謂續出囊護’慰薰駕送 a 獲寶譚罐え襄霉专をつ -〜、巧 
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露 

置台1 e • コ■ム馨送譜醫織巧/じノ K 2個 
本律置定盡眞2麗，鬟魏気龍わッ K 1 韻 


'標蠻.適鹽は、巧団法人- B 本力'ス百連機器工業会の賃度星華じよ0ます 
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排気觸外れ] 


が屢 

ル…’•ムサ--ち 
空賠雖1 


!試運觀スイッチ 


ボイラ 

_電磯ポンブ 

が.巧 

吸則ボンブ 


ス h …ブ 
藥;磁ボンブ 


.乂 卜ノ 

吸副ポンプ 

週熱腑比 
サ…おスタツ^ 

ポット.呼一芭ス媒 

サ…お又-役ット、 
熱班 

__サ…で5スタッ h 
切 g —— ちスタソト— 
[ as サ…置スタ 


飄纖圏 


























圍偃匿 CD い r . 

帶 * 化窗スト•"ブじは保認靈ガニ)いでいます。「お翼いあげ日•目, f 売,巧: S ,な<ぃのお A 

^<べお'吁めのうえ、嚴売店ならお受け取りじなり、乂窃に保營してくだをい。 

•保,通峭觸存お舅いあげいただいた曰せら 1 ホ闇です。（邑し商品は2年 Pb ^ で濟。） 

を义のような喷因じよる巧:麗および、事敌(こつきましてな、保証の巧象になり家 e/v® で'注藏 
して < だをい。 

■変質なミあや不純むミあなど、また打迪がみの燃料使南によるな P 章や事な。 

■誤った德巧方法にぶる故曠や事な。 

■修 S を依賴されるとき 

•本雲の r 放障•異常の見分け方と姐置方法」 （37 〜38ぺージ参照）①顆にしたがって調べてを 
よ<な6ないとをは、電源プラブを巧いてお買いホめ①販売店または、お近<①コ□ナお客 
樣ご相談窓□にご連絡< ださい。 

雜保 i 圧期間中であれば保班蠢の規定じしたガつて無料修理させていただ塞ます。 



»保誰期間がすぎていると尝は 
• あ翼い•來めの販売店じご相談くだ; 
修灑じぶつて使用できる製品じつ I 


•石ぶス i 、 ブ①補修用性能部品 
製造巧ち坊りを 7 ホです。（目し i 
•:山巧間は.巧商産第巧の港#に 


15.お巧け 



f 居巧け I ま、お賢い上げの販売店に依賴して < ださい。 

暖歷 E 戀の施工じついては、工事說明書の「暖房配管」①項に従ってク 



提巧け場所の選を及び 



fgt £ ri ： t ! ごつい— ca 、 义災ぞ防を例、電気設糖に闕する巧術基攀などま令の墓準; tfis り讓讀。1 
寧説 0 Ji 書® ■■'安全のためじ聰すおなり<ださい J をお読みじなり、販売慶 XttJgft 業省 tci ； く 
ご相 iibll—C 媛遂い。藻た、「機攀据巧け倒」について I ま、43 .44 ぺ…ジ酱雜 Pib—cce 邊い。 








壽点横-を入れのため壁面力、らち側方は300 n な上、左側方は 20 cmi ^ 上離して<たちし、。 

雜麵方障塞物は、両側にあってをよいガお鍊気筒と障害物、可燃物との距離は 45 cmiM ±： とって 
<だをい。 

善前方に烘 P 建惕ガある湯合はお排気藝を麵と前方虜害轉との距離は eOcml ^ AJ ： 潍’、..、/っ ；—V ’ 
および両側方に気流を阻止する障害物ガないよラじじて< ださい。 

翁おか気》下面は地面なら20011化ヒ離ず案を眩おでが怒さい。なお繼 S 馈域 r お.妃佛苟が‘ん 
:;品な里でふ、、ガれるおそれのない高さを確保して < ださい。 

參 ’ K 巧のを物で壁に乂タルラス張り、ワイやラス張り、または金麗板張0獲^で^5覆場所1ご給 
巧うを:呼み VI をは、それらの金属部に接しないぶラ I こ電気的絕縁濟し r ■く慶遂い。 

•辟に:.\ろみけみお巧、聽の阳部にある電気配縁.ガス.水道の iggc 湯怒&緣い機齋覆邏 /U 



スト^ブの据がけは下図を満足させる位置じ取り巧けて<だをい。 

グ薦み 巧燃物 


可燃物 


S 病接-手入れのたをち廣1方は撕 cm お上、 
宝轉巧は 20cm およ謹して < ださい。 


2 〇|:で； 


_ 75.7CIJ1 


孤測、 


な..1: 


...遊 


16.5 


社 
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wmm 




ミ pi 置马厂 


i— 


V 巧燃物^ 




Hi 

















巧ン h んビ■-ス S ど1こ設靈する場合のスト…ブ 園圈寸 班み スト…フは越す壁面より 7 cm お丄-利 0 に出弓 C : と., 



雜マン K ルピースなどス h -~ ■ブガ囲われる場所に設置する湯含の巧部やそ①圈辺は、不燃な料 
または準不燃巧'糊あるいは防熱板で1±上げを巧つて<ださい。またス h — ブは脚す S 圖ぶり 
7 cm が上手前に出して < ださい。 

雜この設麗方法は防义性能評定委員会じよ0評を承認をれたをのです。 


上方 

側方 

削方 

後方 

10如1な上 

1日 on が上 

150 cm な上 

18.5加1臥上 



据がけ後の確 



据イ寸けが終わりましたら、をう…度、工事説明書の「安を①ためじ幽すお守りく魅をい」をお読み 
にな口、工事説明靈じ記載奋れているとお0据え巧け6れているなど3方を確認して<だをし、 



試運範は販売席または f 居巧業者とご一緒に數す巧つて < ださい。 

圓邏賴擊誦 

• IZiVt ,®] 纖源フ受ブをコンたン h に巧の猴巧まで磯藥に靈し化ん^く續簿 IA 
♦細 S ’-/ フご馆油し、を油経路の空気療さをして<ださい。 

•を巧巧がやス h -- ブよ〇ミ宙をれガない力'確認して < ださい。 

•.品來职巧途中に/りしブなどがある場合じは、全謂じしてください。 

藝を 'ド装;を货むッ h してく:だをい。 

、‘审み巧お.，’たッ^^レバ^ (黒を）を左方向に it まるまで押して<だ斑い。） 

着 ',' i :市'お’、—’ なつていませんな。 

•1、， —-- み ？ Vr ぶボタンで設定湯證を最富 （70 で）じ合むせて<だをい。 


























试運転 


J 職曲館家(氷 H り) 





雖:巧搬: 

邏な緻城.ち 

A 詹 

礁禪 媒 



繼礫ポンプ 
単繊邏觀スイッザ- 
(0： 巧み•叛を用） 


1. 黯燕扉奪闕き、廳靈タンク®總水卑听ッ 7" 黨 tt 寧‘ b 襲菩 a 

籍水キ作ッブ巷麗のぶう I ご殷 Bfit 巧轉 ic » i 3( r 蒙 
\わすと揉等むます0 自 

雜運範中、廳張タンク強高温！ご减つてい蒙部。11履液 
を給氷する隱（給水キゃッブ帮はすす誇）な、 

運おを停 it し、膨張タンクガちえて方色巧つて<だ 
さい。 

2. を水カップ①ホースを給 7 K □に十分楚しを知で < だ'兹 
い。 

3. ま水カップか色上限がのまで、循環總を給水して<だ 

さし、。 

4. 膨張タンク上の循環ポンプ単独運懸スイッチを単独 
運転」亿含わせて<ださい。表示部のボイ3-運範繁 
示が点滅して、循環ボンブだけヴ邏赔し、コンべタタ 
-などへの水はりがでを談す。欄驟ポンプを運厳しな 
がら給がして <だをし、。 

• 上限水位)^上には繪氷しないで < だおし、。 

•氷はりお了をは、必す循躁ポンプ単独運踞スイッチ 
を「通常」じさむせて< ださい。 

♦温水配管ガ複数の場合は、一回路すつ循環液を給氷 
してい<と、簡単に水はの、 l :; p " ■•扱潘ガで落ます。 

5. ミち氷カップ①ホ…スを元に廣して < だ惠い。 

ホでをるだけホ■"ス巧に繼爆液が残をないぶ3じして 
c ぞさい。 

6. 給氷キャップを確実!こ締め逆んで < だをい。 

/図のよラにキャッブだが平になるまで、しつ方り) 

I まむして < ださい。 ' 

給が扉を閉じて < だをい。 

給水キゃッ —7 の開開戸;主 


〈閉めた化態〉 〈開いたが態> 












1 •ボイラー運觀スイッチ、スブ邏賴ッ？"獲押 u 
て「入」じしてください。 

•ボイラ-"運霸表示、ス I ブ運賴繁承滅む 'Gt ,1。 
•あ]めてお使いになると寒は、耐熱塗料嫁焼巧^ lit 
臭いガでますので換気を巧って<ださい。 

2.ボイラーバーナは9〜12分閣、ス h -" プバーす K 5~ 
6分間①ぞ備燃焼がおわると本燃焼に切り豁り、 IE 常 


運車云とな0ます。 

3. 益氷配管経路に、水ちれ①ないことを確認して<だを 
い。 

4. 異常な<燃焼-運おすることを確認して<ださい。 

ボイラーバーナの燃焼が態は「点後窓」（在側面じあ 
ります）か6確認できます。 

贸.郎分~90分後!こ、怒部麗①コンべクターなどの温度ガ上昇していることを確認して<ださい。 
湿度よ:昇の悪い部屋がありましたら、ヘッダの流量調節/りレブを調節してくだをし、。 

(溫廣①上ガっている部屢の配舊を絞って < だをい。） 

授,異常がなければ、火力調節つまみを「微か」…「乂」じ設定して<だをい。 

叛炎の状態は、湾い炎の中じい<5力、①黄色い炎（ホ义）ガまじ’ってを異常ではあり津せん。 
7.义力調節つまみを「国動」じ食わせ、ルームサーモによる曾動運範ガで邀ることを確認して 



くだをい。 

8.循環水ガ巧却した後、膨張タンクの水位が下限水位下であれば循爆殺を縄総して<だをい。 


*誦喪®手願 


•ボイラー運聴スイッチ、ス h — ブ運転スイッチを押して「切」じし、巽常な<邏髓を停止す 
ることを確認して<だをい。 

•が.イラー燃焼表示、ス h —ブ燃焼表示ヴミ肖だし、消义表示ガ点なします。 

雜燃焼靈がち却すると圉動のに燃焼相送麗機、巧流巧送風機、循爆ポンプカ 1寧 it し、誇刻* 
承な聲©すべての表示類ガミ肖なします。（ス h- •ブ単独運転の場合は、循環がンプ B 國條纔 
りまは/V。） 

こ::.. こ-.;’巧增は、3? • 38ぺ…ジ「な障-異常の見分け方と巧-巧巧ぶ；- 

/ nppi 'S ■-..鱗::.;譜簽纖を韻';:'歎うを; 

が：•..'''。'巧わみ：斟び 設置する場ち も「試運転」の手嘱じしたがい..お强おがいい' . 







